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－ ＡＡＳ １次対策から２次対策へ橋渡しするトレーニング・シリーズ ＭＥＣＥのトレーニングブック 見本版 － 

■ 本書の位置づけ 

 本書は、ＡＡＳのホームページクラスで、過去実施しました「ＭＥＣＥ（もれなく、ダブりな

く）」を編集し、「論理的思考力を鍛えるためのトレーニングブック・シリーズ」として発刊した

ものです。 

 

■ 本書の特徴 

 本書の特徴は、双方向のコミュニケーションを重視した教材を編集したことです。具体的には、

ＡＡＳから発信した問題を参加者が「答案」としてエントリーし、そのエントリーされた内容を

評価するとともに、ＡＡＳからの解答例を提示したプロセスの中から、そのエッセンスを編集し

ています。 

 

  

 

ＡＡＳ  

 
 
 
■ 本書の目的 

ＡＡＳでは「合格するための答案」

から高める必要性を強調しています。

③「説得力ある文章表現」として提唱

本書は「文章構成力を高める視点」

し継続してご活用いただくことで「正

の武器を習得することを確信していま
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－ ＡＡＳ １次対策から２次対策へ橋渡しするトレーニング・シリーズ ＭＥＣＥのトレーニングブック 見本版 － 

＜ＭＥＣＥの取り組み方＞ 

1. まず、初めて参加される方へのメッセージです。 
2. 本書は、本試験における一般論に対する「合格答案」を訓練するツールとして
活用してください！一般論の出題は（本試験では）約５％から 10％の確率で

出題されています。 

3. 一般論の出題の場合に、着眼するポイントは２つあります。 
4. １つ目の着眼ポイントは、マクロ的な観点から設問間の関連性を思考すること
です。例えば、「なぜ一般論が出題されているか？」を他の設問との関連性を

意識して思考することです。 

5. ２つ目の着眼ポイントは、ミクロ的な観点からの思考です。一般論の出題はい
たってシンプルです。その場合、ただ単に暗記している知識を思いつくまま羅

列するよりは、文章構成上の工夫を行った上で、文章を表現した方が伝わりや

すさが異なってくることになります。 

6. 本書は、後者の一般論をミクロ的な観点から思考するための「文章構成上の工
夫」をトレーニングする教材となります。 

7. 具体的には、次のような「論理の構造化」の体系図を描きながら、思考できて
いるかどうかがポイントとなります！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結 論 

題意の把握 

Ａ（根拠・方法） Ｂ（根拠・方法） 

タテの関係 

３

２ 

１

論理の 
構造化 

ヨコの関係 

8. ＭＥＣＥとは、「論理の構造化」の「ヨコの関係」に対して、「もれなく・ダ
ブりなく」の切り口（視点）で思考できたかどうかを検証するための教材とな

ります。 
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－ ＡＡＳ １次対策から２次対策へ橋渡しするトレーニング・シリーズ ＭＥＣＥのトレーニングブック 見本版 － 

■ＭＥＣＥ ＜機能別組織の戦略的課題＞ 

 

＜問題＞ 

 
 Ａ社は、機能別組織を採用している同族企業である。中小企業診断士のあなたが考えるＡ社の

組織戦略上の課題を 80字以内で説明せよ。 
 

 

 

＜解答欄＞ 
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－ ＡＡＳ １次対策から２次対策へ橋渡しするトレーニング・シリーズ ＭＥＣＥのトレーニングブック 見本版 － 

■ ＭＥＣＥ ＜機能別組織の戦略的課題＞ ＜解答例＞ 

 

Ａ社の組織戦略上の課題は、①部門間の調整が煩雑にならないような意思決定の仕組みを構築

し、②保守的な組織体質に陥らないような挑戦できる場を設定すること、である。（79 字） 

 
＜思考プロセス＞ 

●題意を把握する（答案を書くために、どうのように問題文を認識するか？） 

まずは、事例Ⅰ（組織人事戦略）に関する設問でした。与件情報もありませんから、どのよ

うな答案でも作成できることになりますが、「MECE」の問題では、「説得力のある文章構成」
ができているかどうかが問われています。「説得力のある文章構成」とは、採点者が読んで「納

得性がある」「妥当性がある」と判断される文章です。これらの要素の源泉は、誰が見ても「な

るほど！」「そのとおり！」と理解させるもの、ズバリ「客観性」以外にはありません。その「客

観性」を念頭において、題意の把握をしていきましょう。 
問題文には、ヒントや制約条件などが含まれています。言うまでもなく、ヒントや制約条件

は、「出題者が答えてほしいこと」を導くために盛り込んでいるものです。それらを確実に捉え

ることで、「客観性」の高い解答が書くことができます。 
 
まずは、今回の題意を把握するために以下の方向性を示します。 
 

①問われていることは、組織戦略上の「課題」であること。 
②制約条件は、「機能別組織」と「同族企業」を踏まえること。 
③さらに、「中小企業診断士」として答えること。 
④解答にあたっては、課題を「80字以内」で表現すること。 
 
１次知識を書けばよいオーソドックスな問題です。ただし、上記の①から④の題意（出題者

の意図）に反して合格答案にはなりません。この題意に沿った答案を素直に作成することが必

要です。さらに、「ＭＥＣＥ」が前提となるテーマにチャレンジしているわけですから、出題字

数の「80字」の中に、「MECE（の関係）」を示すことが、当然、求められています。この「MECE
（関係）」を意識することにより、問われていることが整理でき、より妥当性の高い文章を作る

ことが可能となります。 
 

●どう思考し？どう書くか？（診断士としての思考と診断士としての書き方） 

今回の問題をどのように思考していったか、前述した「①～④」の観点から、「どう思考し？

どう書くか？」の合格答案を書くまでの思考プロセスをあげてみましょう。 
 
＜①について＞ 

AASの最大の武器は「素直な答案を作成すること」ができる点だと考えています。問われた
ことに対して、素直に答える第一歩は「主述の関係」をどう表現するかです。この問題の場合、
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－ ＡＡＳ １次対策から２次対策へ橋渡しするトレーニング・シリーズ ＭＥＣＥのトレーニングブック 見本版 － 

問われていることは「課題」なので、主語は「課題は…」を素直に採用し、述語は「･･･である。」

と表現します。そうすることによって、採点者は、すんなりと解答に入り込むことができ、題

意を外していない答案だなと採点者の心理的な負担が軽減され、好印象を与えることができま

す。例えば、「方法」を問われたら｢方法は…である。｣、「理由」を問われたら「理由は…のた

め。」というように主語と述語を設問からハッキリと表現することによって、読みやすくなり、

採点者に好印象を与えることができるのです。この AAS 流の「素直さ」を必ず習得していき
ましょうね！ 
さらに、「課題」ですから、「問題点をポジティブに表現」することが必要です。「課題＝目標」

と置き換えてもいいでしょう！ では、何かＡ社の問題点なのかに着眼しなければなりません。

その着眼点が②の制約条件になります。 
 
＜②について＞ 
制約条件として、「機能別組織」と「同族企業」に着眼します。課題を答えるためには、課題

の裏返しである「問題点」を認識しなければいけません。ここでは、この２つの制約条件から、

Ａ社の組織戦略上の問題点として、①機能別組織を採用していることによる弊害（デメリット）

と②同族企業による弊害（デメリット）を一般的な知識から導くことができます。これらの問

題点を解決するための「課題」を掲げることが題意となり、客観的かつ論理的な課題として採

点者へ伝わることになります。 
さらに、「組織戦略上」とありますので、「組織戦略＝組織構造（ハード）＋組織文化（ソフ

ト）」ですから、「組織構造（ハード）＝機能別組織」となり、「組織文化（ソフト）＝同族企業」

と「ＭＥＣＥ」の関係になっている点に気づくことです。出題者が意図した「ＭＥＣＥの関係」

をここから読み取ることができます。 
 
＜③について＞ 
「中小企業診断士を学習しているあなた」に助言を求めているのではなく、「中小企業診断士

のあなた」に助言を求めているのが題意です。となると、診断士になっていないにもかかわら

ず、診断士になりきり、そして思考し、答案を作成することが求められていことになります。

「そんなのムリだよ！診断士ならないとわからないことだよ！」と思われませんか？私はその

通りだと思います。だからこそ、ＡＡＳの役割があると思っています。私自身、中小企業診断

士になって、診断助言する場を経験してみて、はじめて気づくことがたくさんありました。勉

強しているときに「中小企業診断士になりきれ！」も無理な話ですから、ＡＡＳが提供する枠

組み（フレームワーク）を真似することで、「中小企業診断士のあなた」を表現してほしいと考

えています！そして、この「ＭＥＣＥ」は、真似してほしい枠組み（フレームワーク）の重要

かつ有用なツールの１つです。 
今回は、「組織戦略は、組織構造（ハード）と組織文化（ソフト）で思考し、答案を作成する」

という「ＭＥＣＥ」を伝えたかったのがゴールでした。中小企業診断士なら誰でもこのＭＥＣ

Ｅの関係で組織戦略について診断助言するからです。早速真似をしてください。 
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－ ＡＡＳ １次対策から２次対策へ橋渡しするトレーニング・シリーズ ＭＥＣＥのトレーニングブック 見本版 － 

＜④について＞ 
80字をどう文章構成するかがポイントです。「課題は、①～、②～、である。」という文章構

成が頭の中に描くことができたでしょうか？もちろん、「課題は･･･である。具体的には、①～、

②～、である。」という文章構成もＯＫです。ただ、80 字という字数の制約上、前者の課題を
２つ並列に表現する「課題は、①～、②～、である。」という文章構成で答案を作成することに

しました。文章構成が決まれば、①と②に当てはまる内容を「因果関係」で文章表現していき

ます。ＡＡＳの解答例は、「①に組織構造」と「②に組織文化」の答案を作成しましたので、①

には、「部門間の調整が煩雑になりやすい」という機能別組織の弊害を克服するための妥当な課

題を１つあげ、②には、「保守的な組織体質に陥りやすい」という同族企業の弊害を克服するた

めの妥当な課題を１つあげ、それぞれ因果関係で文章を作成しました。 
答案を作成する段階で留意する点は、以下の３つです。 
① 全体としての文章構成に論理性があるか？⇒ピラミッド型で思考すること！ 
② １つ１つの文章に論理性があるか？⇒ＡＡＳでは因果関係で表現すること！ 
③ 答案全体に客観性があるか？⇒与件や設問から特定できる言葉を使用すること！ 
  
● 整理しておきたいテーマ別知識 

今回のＭＥＣＥを攻略するためには、以下のテーマ別知識が必要です。本試験に有用ですの

で、しっかりとオリジナルノートに整理し活用できるように準備していきましょう！ 
① 機能別組織の特徴 
   メリット⇒「専門化に基づく知識や経験の蓄積が容易である」「機械設備や人員の集中

利用によって規模の経済性が得やすい」 
   デメリット⇒「部門間の調整が煩雑になり、迅速な意思決定が行えなくなる」 
② 同族企業の特徴 
   メリット⇒「経営者の強いリーダーシップがある」「強い一体感や使命感が醸成しやす

い」「円滑なコミュニケーションがとりやすい」 
   デメリット⇒「硬直的な組織構造になりやすい」「保守的な組織体質になりやすい」 
         「同族に権限が集中し権限委譲が行われにくい」 
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－ ＡＡＳ １次対策から２次対策へ橋渡しするトレーニング・シリーズ ＭＥＣＥのトレーニングブック 見本版 － 

●論理の構造化（今回の思考プロセスを論理の構造化で図示すると次のようになります） 

  
 

組織戦略上の課題 

論理の 
構造化 

＜方法①＞ 
機能別組織の 
弊害⇒課題へ 

＜方法②＞ 
同族企業の 
弊害⇒課題へ 

ヨコの関係 

タテの関係 ここから答案を作成する

対立軸 

題意の把握  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
● 採点基準を踏まえてエントリーを評価する 
今回の採点基準は次のようなポイントがあげられます。 
① 「MECE感」があり説得力があるか？ 
→思いつきであげていない点をしっかりと採点者に伝える工夫をすることです。 

② 答案内容が今回解説した制約条件を反映されているものになっているか？ 
→内容面の評価となります。問題文の制約条件を反映していない内容は、採点対象外 
となります。 

 
【最優秀賞】＊ＡＡＳの講師にスカウトしたい！！（１名） 

＜Ａさん＞ 

課題は、①機能別組織なので、組織業績に対する責任の所在が明確になるようにすること、②

同族企業なので、公平性、納得性、透明性を確保した人員配置とすること、である。（80 字） 

☆ 題意を汲み取ったエントリーです。全体の文章構成やそれぞれの因果関係の表現もＯＫ！素直

なエントリーです！ＧＯＯＤ！ 

 

【佳作】＊おしい！次回、期待しています！（３名） 

＜Ｂさん＞ 

課題は、組織の活性化である。理由は、①組織形態が機能別組織のため、セクショナリズムに

陥り易いから、②同族企業のため、管理職社員を中心にモラールが低下し易いから。(80 字) 

☆ 結論＋根拠並列型の文章構成になっています。「理由」は問われていません。問われていない
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－ ＡＡＳ １次対策から２次対策へ橋渡しするトレーニング・シリーズ ＭＥＣＥのトレーニングブック 見本版 － 

要素をあげてしまうと加点できないですね。内容としてみればＯＫです。ただ、「課題」につ

いて答えていないと判断される危険性のあるエントリーですので佳作にしました。 

 

＜Ｃさん＞ 

課題は、①柔軟な組織体制とコミュニケーションの向上を図り環境変化への対応力を確保し、

②人事評価・待遇に客観性、公平性等を確保しモラールの向上を図る､ことである。(80 字） 

☆ ①と②の文章を因果関係で表現するときに、「弊害を克服する課題」として表現してほしいで

すね。 

 

＜Ｄさん＞ 

課題は、顧客ニーズ対応力の向上である。具体的には、①顧客の視点で効果的な価値を提供で

きる体制を構築すること、②環境変化に俊敏に反応する社風を醸成すること、である。（80 字） 

☆ しっかりと論理性を意識した文章構成です！ただ、①と②の内容を表現するときは、題意を反

映することが、客観性を高める要素となります。機能別組織と同族企業をより意識したことを

文章として伝えきれていないと判断しました。次回期待しています。 
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－ ＡＡＳ １次対策から２次対策へ橋渡しするトレーニング・シリーズ ＭＥＣＥのトレーニングブック 見本版 － 

■ ＡＡＳ（アソシエ アドバンス スクール）のコンセプト 

 
● ＡＡＳは【目的→目標→手段】を大切にします。 

 

  

 
 
 
 
 
 
中小企業診断士取得を目指す方は、①目的、②目標、③手段の３つを区別することが必要

です。 

目 的 

目 標 

自分自身で明確化する！ 

中小企業診断士に合格する！ 

ＡＡＳを活用する！ 手 段 

 目的と目標が混在している方は、診断士の資格を取得しても、その活かす手段を見つける

ことは出来ないといっていいでしょう。資格取得後、どのように診断士のスキルを活かすの

かは、【個々の目的を明確化できる夢（ビジョン）を持っていること】がキーポイントです。 

 私たち【ＡＡＳ（アソシエ・アドバンス・スクール）】の講座カリキュラムは、上記の３つ

を区分できているメンバーを支援するために構築しています。 

 
● ＡＡＳには手段として【スーパーフレームワーク】があります！ 

この４つのスキルを最適化できる学習方法を発信していくことが、私たちＡＡＳの「存在

の証」です！ 

ぜひ、ＨＰへアクセスしてみてください！ → http://www.aas-clover.com/ 

 

与件・設問 戦略の方向性 

診断士としての知識 

合格答案 

AAS流 

スーパーフレームワーク

フレームワーク思考 

テーマ別知識の活用 

説得力ある文章表現 

具体的な学習計画方法や合格ノウハウ・情報収集方法、自主勉強会のサポートなど 

モチベーション管理 

最適化 スキル① 

スキル② 

スキル③ 

スキル④

読 む 考える 書 く 

フレームワーク 構造化 設 問 記 述 
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－ ＡＡＳ １次対策から２次対策へ橋渡しするトレーニング・シリーズ ＭＥＣＥのトレーニングブック 見本版 － 

■ ＡＡＳ（アソシエ・アドバンス・スクール） 
私たちＡＡＳは、『熱意・人間らしさ・自己責任』を行動指針として掲げている『診断士２次試

験の専門機関』です。『事例問題特有の曖昧さ』に悩んでいる方に、『正しい答えよりも論理の妥

当性で勝負する』学習スタイルを提供しています。例えば、 

① 事例別の戦略フレームワークによる戦略的な思考力 
② 論理の構造化に基づく、論理的思考力や妥当性ある答案の構成力 
③ 設問分解技法による。設問の素直な読解力、与件活用力、わかりやすい答案作成力、など
です。 

 

さらに、ＡＡＳでは、「学習のやり方」の提供ばかりではなく、「合格するための考え方」をし

っかりと伝えていきたいと考えています。診断士試験に合格するエッセンスは、2 次過去問題に

あります。どこよりも、誰よりも、過去問題を大切にしている受験校がＡＡＳです。ぜひ、2 次

過去問題をＡＡＳ流に設問分解してみてください。そうすれば、「合格するための考え方」に気

づくはずです。 

「過去問題は宝の山」。そう考えている方は、ぜひ、ＡＡＳを活用してください！ 

 

ＡＡＳでは、ホームページにて、合格するためのホットな情報を「毎日更新！」を合言葉に発

信しています！ 

 

ＡＡＳ（アソシエ･アドバンス・スクール）では、 

診断士２次試験のホットな情報を発信しています。 

いますぐ、ＨＰへＧＯ！ 

 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

１次対策から２次対策へ橋渡しする教材→論理的思考力を鍛えるシリーズ 

『ＭＥＣＥのトレーニングブック』 見本版 監修および編者：石原 真一 

発行所:株式会社クロバーサービス内ＡＡＳ本部事務局   

E-mail ： school@aas-clover.com   

 

 http://www.aas-clover.com 
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